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点点はともに曲線 上にあり，点の座標は，点の座標は

であるから， 



  




   と表される。

よって，点の座標は    




   となる。

点から線分に垂線を引き，線分との交点をとする。

線分は軸に平行であるから，

点の座標は点の座標に等しく，である。

よって，    …①

点は線分上にあるから，点の座標は




   

よって，




   




 …②　　　

①，②より，

ゆえに，△は，の直角二等辺三角形であり，

となる。

したがって，

答え　　　　　　　　　　　　　度
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点と点を結ぶ。

△は，の二等辺三角形　……①

仮定より，点は，線分の中点　……②

①，②より，　……③

　　　　　　……④

△と△において，

仮定より，……⑤

仮定と③より，　……⑥

④より，


……⑦

円周角の定理より，


　……⑧

⑧より，


　……⑨

⑦，⑨より，　……⑩

⑤，⑥，⑩より，斜辺とつの鋭角がそれぞれ等しいから，

△△



  



以外の奇数から始まる連続する個の正の奇数を，

をの自然数として，

，，，，，　と表す。

このとき，以外の奇数から始まる連続する個の正の奇数の和は　

               

となる。

より，…①

①は，を満たす。

よって，以外の奇数から始まる連続する個の正の奇数の和が

になる場合はある。

①より，以外の奇数から始まる連続する個の奇数は，　

，，，，，　である。

したがって，求める最小の奇数は　
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【　途中の式や計算など　】 【　証　明　】 【　途中の式や考え方など　】
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